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日 時 :平成 20年 3月 1日（土）
会 場 :仙台国際センター




















































H19 年 9 月，右乳癌に対し，Bt＋Ax施行．40×35 mm，






6回終了時点で，肝腫瘍（S5）は 5 cmから 3 cmに縮
小．CEAも正常化した．現在治療継続中である．
東北医誌 120:131-152，2008


































































































































































































































































































の大きさは Isolated tumor cell（ITC，転移径0.2 mm
以下）が2例，Micro metastasis（0.2 2 mm）が10，
Macro metastasis（2 mm以上）が38例であった．術
後免染で新たにSNに癌細胞が見つかったものが11



























































































































































































































































































































































































































































































































































濃度，体重×2 ml，最大 90 ml，後押し生食なし）を使
用し，増量CTは体重別に合わせ増量した造影剤（350
 




































法】 撮影装置はPhilips社製Achieva Quasar Dual
 
3.0T ，ADC測定は，装置に装備されている計算方法，









































































































































































































































































症例 :57歳，女性主訴 :左乳房腫瘤既往歴 :2型糖






































































































































【症例】 49 歳 女性．【主訴】 両側乳房のしこり
【現病歴および臨床経過】 平成19 年 6月に両側乳房
にしこりが触れ，当科を受診した．右CDEに 3 cm大，
左CDに 15 mm大の腫瘤が触れ，同部で超音波検査に
て右は2.5 cmの cystic massとそれに連続する乳管














































































































































































































































































































































から経験した髄様癌3例 【結果】 ERは 1例のみ











































































































































STAI（状態 特性不安尺度 ;各 20項目 4段階評定），
POMS短縮版（Proﬁle of Mood States;30項目 5段
階評定）を用いた．評価時期は，術前・入院時グルー
プ介入直後（以後STAIは状態不安のみ）・外来グルー
プ直後・半年後の4時点とし，対照群もほぼ同時期に
行った．【結果】 まだ開始したばかりであるが，事例
として，グループによって，STAIの状態不安得点が
56→ 28と大きく減少し，POMSでは敵意怒り＆混乱
が減少，活気増加した例がみられた．今後データを蓄
積した後に術式や病状別の分析を行い，患者の個別化
と各々に対する最適なサポート方法について検討した
い．
52. 山形県は乳癌診療でも医師不足か ?!～日本
乳癌学会統計からの検討～
山形県立中央病院 外科
工藤 俊，松村 勇輝
高橋 智子，菊地 惇
【目的・方法】 日本では，乳癌は罹患者数および死
亡者数は年々増え続けており，それは山形県でも同様
の傾向である．以上の状況を見据え，はたして山形県
ではその変化に対応して県民に十分な医療を提供でき
ているだろうか．今回，乳癌診療に関わる医師や施設
の充足度について，平成19 年 6月，日本乳癌学会で発
行した統計を元に，各都道府県と比較検討した．【結
果】 1）日本乳癌学会会員数は年々増加し今年5月現
在8308名の会員数．一方山形県の会員数は56名の登
録で全体の0.7%．これは都道府県別比較でワースト5
であった．2）乳癌学会認定医数は全体1,319 名で山形
は17名，1.3%．一方乳腺専門医数は全体647名で山形
は5名，0.8%．3）乳癌学会認定施設は全体291施設で
山形は3施設，1.0%であり，関連施設では全体331施
設で，山形は6施設 1.8%であった．4）評議委員数は
全体404名に対して山形は4名，1.0%であった．【結
語】 全国の乳癌罹患者数及び死亡者数をみると，山形
県はいずれもおよそ全国の1/100，1%程度にあたるよ
うである．今回の検討結果では，乳癌学会の認定医数
（1.3%），認定施設数（1.0%），関連施設数（1.8%），評
議委員数（1.0%）では1%に達していた．しかしなが
ら，学会会員数は0.7%と特に低率であり，全体のマン
パワーの不足が示唆された．また，乳腺専門医数にお
いても0.8%と低く，乳癌診療の質の面でも懸念が示
唆された．
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